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源
げん

河
か

朝
とも

典
のり

さん
神奈川県横浜市出身
入村３年目

ガ
ル
テ
ナ
ー
に
聞
く
「
八
千
代
ラ
イ
フ
」

～
人
と
自
然
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
ま
ち
～

【
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
】

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
、
ド
イ
ツ
語
で
「
小

さ
い
庭
」
を
意
味
す
る
市
民
農
園
の
こ
と
で
す
。

「
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
八
千
代
」
に
は
日
帰
り
型

と
滞
在
型
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
の
農
家
の
方
が
農
作
業
の
指
導
を
し
た

り
、
利
用
者
が
来
ら
れ
な
い
間
の
農
園
管
理
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
「
田
舎
の
親
戚
」
制
度
を
は

じ
め
、
地
域
住
民
と
顔
が
見
え
る
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
入
居
し
て
い

る
方
を
「
ガ
ル
テ
ナ
ー
」
と
呼
び
ま
す
。

　

若
い
と
き
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ
り
、

退
職
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
に
入
村
し
ま
し
た
。
滞
在
中
は

畑
仕
事
が
中
心
の
生
活
で
す
。
季
節
に

よ
っ
て
作
る
物
は
違
う
の
で
、
あ
る
程
度

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
立
て
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
赤
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
で
す
。
５
種
類
の

赤
タ
マ
ネ
ギ
を
、
知
人
や
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
手
紙
や
電
話

で
お
礼
の
言
葉
が
返
っ
て
く
る
と
「
自
分

の
つ
く
っ
た
も
の
で
人
に
喜
ん
で
も
ら
え

て
い
る
」
と
、
と
て
も
嬉
し
い
瞬
間
を
味

わ
え
て
い
ま
す
。
八
千
代
町
で
農
業
を
さ

せ
て
も
ら
え
て
い
る
こ
と
は
私
の
生
き
が

い
で
す
。

　

八
千
代
町
の
皆
さ
ん
は
温
か
い
人
が
多

い
で
す
ね
。
田
舎
の
親
戚
の
方
や
グ
リ
ー

ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
職
員
の
皆
さ
ん
も
と
て
も

親
切
で
す
。
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
忘
れ

ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ
り
ま
す
。
初
め
て

源
河
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

生
き
が
い
を
感
じ
る
八
千
代
ラ
イ
フ

心
の
温
か
い
人
が
多
い
ま
ち

まちの魅力を伝える

interview
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山
やま

田
だ

実
みのる

さん
埼玉県川口市出身
入村３年目

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
に
来
た
と
き
の
話
し

で
す
。
私
は
自
動
車
を
運
転
し
な
い
の
で

電
車
と
バ
ス
で
こ
ち
ら
に
訪
れ
ま
し
た
。

役
場
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
帰
ろ
う
と
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
か
ら
歩
き
出
し
た
の
で
す

が
、
役
場
ま
で
の
道
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
道
す
が
ら
出
会
っ
た
人
に
道

を
尋
ね
る
と「
い
い
よ
、車
で
乗
せ
て
行
っ

て
あ
げ
る
よ
」と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。

初
め
て
会
っ
た
ど
こ
の
誰
か
も
分
か
ら
な

い
私
に
そ
う
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て

も
感
激
し
て
、
こ
れ
は
縁
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。　

　
　

　　

田
舎
暮
ら
し
に
興
味
が
あ
り
、
定
年
退

職
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
に
入
村
し
ま
し
た
。
妻
が
仕
事
を

し
て
い
る
た
め
、
平
日
は
私
一
人
で
来
て

い
ま
す
。
水
曜
日
の
朝
７
時
ご
ろ
に
来
て

２
日
間
は
農
作
業
。
金
曜
日
の
朝
に
収
穫

し
て
川
口
市
に
帰
る
と
い
う
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
今
の
時
期
は
、
作
物
も
雑
草

も
成
長
が
早
い
の
で
、
や
る
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

土
日
祝
日
な
ど
は
、
妻
や
孫
た
ち
と
一

緒
に
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
孫
と
畑
仕
事

を
し
て
い
る
と
き
は
至
福
の
時
間
で
す

ね
。
退
職
後
の
第
２
の
人
生
、
と
て
も
幸

せ
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　　

八
千
代
町
は
、
首
都
圏
か
ら
ほ
ど
良
い

距
離
の
所
に
位
置
し
て
い
て
田
舎
気
分
を

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
、

診
療
所
、
飲
食
店
な
ど
生
活
す
る
た
め
に

必
要
な
も
の
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
田
舎
と
い

う
こ
と
で
、
プ
チ
田
舎
と
言
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。
静
か
で
穏
や
か
な
空
気
に

包
ま
れ
た
居
心
地
の
良
い
ま
ち
で
す
。

　

ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
が
建
て
ら
れ
て
い

る
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
は
、
都
会
か
ら
す

る
と
と
て
も
魅
力
的
な
施
設
だ
と
思
い
ま

す
。温
泉
施
設
や
直
売
所
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

広
場
や
コ
テ
ー
ジ
な
ど
も
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
森
の

気
配
を
感
じ
な
が
ら
す
が
す
が
し
い
緑
の

中
で
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
。
鳥
や
虫
の
鳴
き
声
、
樹
々
や
草

花
の
色
な
ど
、
耳
に
す
る
音
や
目
に
入
る

景
色
で
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
然
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
な
が
ら
穏
や
か
な
時
を
過
ご
せ
る

レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
皆
さ
ん
に

お
勧
め
し
た
い
で
す
。

山
田
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た

充
実
の
八
千
代
ラ
イ
フ

八
千
代
町
は
「
プ
チ
田
舎
」

四
季
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ
る
グ

リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
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町では、さまざまな就労支援に取り組んでいます！

「くらしの足を考える座談会」を開催します！

八千代町では、町の活性化を図るため「働く場所の確保」及び地元企業の
「雇用の確保」を目的とした施策に取り組んでいます。

　新規学卒者
雇用促進奨励金

新規学卒者を正社員として雇
用する事業者の方をサポート
します！

雇用者１人につき
20 万円を支給

社宅・社員寮
整備支援事業

八千代町へ社宅や社員寮を整
備する事業者の方をサポート
します！

整備戸数に応じて
最大300万円助成

八千代町立地

事業所周辺の生活環境の改
善・向上を図る町内の事業者
をサポートします！

補助対象経費の
２分の１を補助

企業環境整備補助金

６月 22 日、役場会議室で高校の就職指
導担当者と企業の人事担当者との就職情
報交換会を開催。八千代高校を含む７校
と八千代工業団地進出企業２社（国産機
械株式会社、モスニック株式会社）を含
む 12 社とが情報交換を行い相互理解を
深めました。

【問い合わせ】まちづくり推進課総合戦略室
　　　　　　（内線３２３０）

新規学卒者と地元企業のより
良いマッチングをサポートし
ます！

高校と企業の相互
理解を深める

高校と企業の

就労支援で

町の活性化

を図ります

住み良い町づく

りのために

役場からのお知らせ

就職情報交換会

お出かけするとき、

こんなことに困って

いる

買い物に行くとき、

こ ん な 交 通 手 段 が

あったら便利

通院するとき、こん

な送迎があったら助

かります

家族が送迎できない

ときでもお出かけし

たい

下記の日程で座談会を開催します。
地域の交通手段について、みんなで話し合いませんか。
悩み事や要望などなんでもお聞かせください。
たくさんのご参加をお待ちしています。
なお、会場までの交通手段が無い方は送迎いたします
ので、お気軽にご連絡ください。

月 日 時 間 地 区 会 場 所在地
8/22(水) 午前 10 時～ 川　西 久下田コミュニティセンター 久下田２３１－２

8/23(木)
午前 10 時～ 西豊田 西豊田研修センター 貝谷３７

午後２時～ 安　静 蕗田農村集落センター 蕗田４３７

8/24(金)
午前 10 時～ 中結城 八千代町中央公民館 菅谷１０２７

午後２時～ 下結城 本田農村集落センター 平塚２２０３

【問い合わせ】
まちづくり推進課
企画政策係
（内線３２１０）
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今月の八菜丸リポート

町消防団が鬼怒・小貝水防訓練に参加しました

中結城東部地区で農業集落排
水処理施設が完成

「社会を明るくする運動」～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～

　７月１日、下妻市小貝川ふれあい
公園で鬼怒・小貝水防連合体（八千
代町、下妻市、つくば市、つくばみ
らい市、常総市）による水防訓練が
行われ、４市１町から約 100 人の消
防団員が参加しました。八千代町か
らは第１分団員 10 人が参加。梅雨
明けし、肌をさすような陽ざしが照
りつけるなか、団員たちは水防技術
習得のため真剣な表情で作業に取り
組んでいました。

一人ひとりが防災

意識を高め、突然

やってくる災害に

備えましょう

　平成 26 年度から瀬戸井地内で整備が進められて
きた中結城東部地区農業集落排水処理施設。この度、
事業の完了に伴い、６月 22 日に引き渡し式が行わ
れました。当施設は、佐野東、瀬戸井、兵庫沼端、
前田の４行政区を対象区域とし、７月１日から供用
が開始されています。
　中結城東部地区農業集落排水事業推進協議会の廣
瀬義徳会長は「地域の皆さま及び関係者の皆さまの
ご協力を得て、事業を完了することができました。
最新の施設が整備されたことにより生活環境の改善
が図られることと思います」と話していました。

　八千代町社会を明るくする運動推進委
員会（相澤丈会長）は、保護司、更生保
護女性会員、人権擁護委員、民生委員な
どで構成されています。
　地域の皆さんが安心して暮らすことが
できるまちづくりのため、各分野におけ
る知識と経験をもとに、主に学校や街頭
などでの啓発活動に取り組んでいます。

みんなで協力し、
安心して暮らせる
八千代町をつくり
ましょう

最新の施設が完成。

生活環境の改善に大

きな期待が寄せられ

ています

杭ごしらえ 月の輪　作業

シート張り

杭ごしらえ：丸太を削り水防工法に使用
　　　　　　する杭を作る　
シート張り：堤防崩壊および透水を防ぐ
月の輪：漏水箇所の拡大を防ぐ

※写真説明

引き渡し式で施設の説明を聞く関係者

６月 22 日、相澤会長か
ら大久保町長に内閣総理
大臣メッセージが伝達さ
れました。
７月３日、中学校で推進
委員による啓発活動が行
われました。

内閣総理大臣メッセージ抜粋
犯罪のない幸福な社会づくりのため、
様々な分野から多くの方々にご参加
いただきますようお願いします。

月の輪　完成



広報やちよ№ 706　2018.8 月号　　　6

Topics
町公式フェイスブックでは、取材の様子や紙面掲載
以外の写真もご紹介しています。ぜひご覧ください。
みなさんの「いいね」お待ちしています。

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
学
ぶ

　

７
月
１
日
、
鬼
怒
川
沿

い
の
10
行
政
区
が
、
鬼
怒

川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
を
行

い
ま
し
た
。
住
民
約
千
人

が
参
加
し
、
堤
防
や
河
川

敷
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
を

拾
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
小
学
生
は

「
こ
う
い
う
所
に
ど
う
し

て
ご
み
を
捨
て
る
の
で

し
ょ
う
。
ご
み
は
ご
み
箱

に
捨
て
れ
ば
い
い
の
に
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

堤防に捨てられたごみを拾う参加者

　

５
月
17
日
、
茨
城
県
庁

で
平
成
30
年
度
茨
城
県
シ

ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指

導
士
に
対
す
る
感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

地
域
住
民
の
健
康
づ
く

り
や
介
護
予
防
の
推
進
に

貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
沼

森
の
平
間
初
江
さ
ん
に
知

事
賞
、
若
の
小
林
カ
イ
子

さ
ん
に
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

管
理
者
賞
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

６
月
30
日
に
中
央
公
民

館
調
理
室
で
、
八
千
代
町

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

が
親
子
の
食
育
教
室
を
開

催
。
17
組
38
人
の
親
子
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

園
児
と
参
加
し
た
お
母

さ
ん
は
「
子
ど
も
が
と
て

も
楽
し
そ
う
に
料
理
を
し

て
い
ま
し
た
。
家
で
も
一

緒
に
料
理
を
す
る
機
会
を

増
や
し
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

楽しく料理をする参加者

椅子に座ってできる体操を実践

リコーダーの演奏を披露する児童

　

６
月
11
日
、
下
結
城
小

学
校
５
年
生
34
人
が
、
ア

イ
ガ
モ
の
放
鳥
を
体
験
し

ま
し
た
。
こ
の
体
験
授
業

は
、
ア
イ
ガ
モ
農
法
を
実

践
す
る
水
口
の
北
野
恒
介

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
実
現

し
ま
し
た
。

　

児
童
の
手
を
離
れ
た
約

１
５
０
羽
の
ア
イ
ガ
モ
た

ち
は
、
元
気
に
泳
ぎ
ま
わ

り
な
が
ら
虫
や
草
を
つ
い

ば
ん
で
い
ま
し
た
。

平塚地内の水田にアイガモを放鳥する児童

下
小
５
年
生
が
ア
イ
ガ
モ
放
鳥
を
体
験

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
指
導
士
に
感
謝
状

平
間
初
江
さ
ん
、
小
林
カ
イ
子
さ
ん

親
子
の
食
育
教
室
を
開
催

八
千
代
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

鬼
怒
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦堤防

や
河
川
敷
を
清
掃

い
き
い
き
ラ
イ
フ
を
め
ざ
す

　
　
　

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
普
及
講
習
会

まちの話題

　

６
月
13
日
、
中
央
公
民

館
で
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
等
主
催
に
よ
る
シ
ル

バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操
普
及

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
田
仁
史
先
生
（
県

立
健
康
プ
ラ
ザ
管
理
者
）

を
講
師
に
招
い
た
講
習
会

に
は
、
約
１
６
０
人
が
参

加
。
参
加
者
は
、
体
を
動

か
し
な
が
ら
介
護
予
防
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
、
中
結
城
小

学
校
の
６
年
生
52
人
が
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
玉

樹
を
訪
問
、
入
所
者
と
の

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
音

楽
の
授
業
で
練
習
し
た
歌

や
リ
コ
ー
ダ
ー
の
演
奏
を

披
露
し
た
り
、
児
童
た
ち

の
手
作
り
の
輪
投
げ
な
ど

で
一
緒
に
遊
び
ま
し
た
。

　

施
設
内
は
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
あ
た
た
か
い
空
気
に

包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
と
高
齢
者
が
笑
顔
の
交
流

　
　
　

中
小
６
年
生
が
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問

平間初江さん（左）、小林カイ子さん（右）
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大  好  き  な

み ん
な の 広 場

人

※みんなの広場では、みなさんからの投稿をお待ちしています。
詳しくは、秘書課広報・シティプロモーション係まで
TEL 0296-48-1111（内線 3510）

笑顔がいいね !♥

古
ふる

　澤
さわ

　菜
な

　月
つき

さん（西豊田小６年）

　

私
に
は
、
大
好
き
な
お
母
さ
ん
が
い
ま
す
。

い
つ
も
お
い
し
い
料
理
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

り
、
習
い
事
の
お
く
り
む
か
え
を
し
て
く
れ

る
、
と
っ
て
も
や
さ
し
い
お
母
さ
ん
で
す
。

　

時
に
は
、
お
こ
ら
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
。
で

も
、「
お
こ
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
分
、
成
長
で
き
る
」

と
お
母
さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

何
で
も
で
き
る
、
何
で
も
知
っ
て
い
る
私
の

お
母
さ
ん
。
私
は
、
お
母
さ
ん
が
い
る
か
ら
こ

そ
、
新
し
い
事
を
覚
え
、
成
長
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
母
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
事
を
学
び
、
も
っ
と
も
っ
と
成
長
し
た
い

で
す
。

　音楽に合わせて
体を動かすのが好
きな快斗くん。笑
顔とダンスでみん
なを癒してくれま
す。これからもお
姉ちゃんと仲良
く、元気に育って
ください。

　いつも元気いっ
ぱい、笑顔いっぱ
いの桃華ちゃん♡
これからも沢山遊
んで、すくすくと
成長していって
ね！大好きだよ♡

父　伸　　さん
母　智世　さん

父　晃　さん
母　麻依　さん

大
好
き
な
お
母
さ
ん

猪
い の

　瀬
せ

　快
か い

　斗
と

 ちゃん
平成 28年 12月 29日生まれ
                                   （栗山）

山
や ま

　口
ぐ ち

　桃
も も

　華
か

ちゃん
平成 29年４月４日生まれ
                                （今里）

お母さん 弥
や

　生
よい

さん
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広告 広告

　45年ぶりに茨城県で国民体育大会が開催。八千代町では、2019 年９月 15日にデモンス
トレーションスポーツとして、ビーチボールバレーが実施されます。大会を盛り上げるため、
実行委員会（水垣正弘会長）を中心にＰＲ活動を行ってまいりますので、皆さまのご協力
をお願いします。

６月 15 日、国体準備委員会を
実行委員会に格上げし、大会に
向けての準備を進めています。
体育館館前にはＰＲ看板やのぼ
り旗を設置しました。

リハーサル大会として、９月 16日（日）
に総合体育館で「第 65回八千代町ビー
チボールバレー大会」が実施されます。
みんなで応援しましょう。

「いきいき茨城ゆめ国体２０１９」in 八千代町

【問い合わせ】　
　総合体育館　℡ 0296-48-2469

いばラッキー

　

東
中
学
校
３
年
の
中
山

和
海
さ
ん
（
袋
行
政
区
）

が
７
月
１
日
に
行
わ
れ
た

全
日
本
中
学
校
通
信
陸
上

競
技
茨
城
大
会
の
共
通
男

子
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
出

場
。
見
事
優
勝
す
る
と
と

も
に
全
日
本
中
学
選
手
権

大
会
出
場
の
標
準
記
録
を

突
破
し
ま
し
た
。

　

全
日
本
選
手
権
大
会
は

８
月
18
日
〜
21
日
、
岡
山

県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

７
月
11
日
、
友
志
会
の

岩
田
秀
雄
代
表
が
役
場
を

訪
れ
、
募
金
５
万
円
を
町

に
寄
付
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
１
日
に
開
催
さ
れ
た

友
志
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で

集
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

大
久
保
司
町
長
に
募
金

を
手
渡
し
た
岩
田
さ
ん

は
「
町
の
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た
め
、
教
育

振
興
に
役
立
て
て
く
だ
さ

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大久保町長に募金を手渡す岩田さん

町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

友
志
会
が
町
に
寄
付

標
準
記
録
突
破
で
全
日
本
出
場
へ

東
中
３
年
の
中
山
和
海
さ
ん全日本中学選手権大会出場を決めた中山和海さん
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スポーツ大会の結果

S ports　F ile
スポーツファイル
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■第 40 回八千代町スポーツ少年団軟
式野球大会
〔と　き〕４月 22日（日）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町スポーツ少年団ほか
〔主な結果〕
優　勝　中結城スポーツ少年団
準優勝　安静ファイターズ
第３位　西豊田スポーツ少年団

優勝した根ノ谷ソフトボールのみなさん

■第 44 回茨城県少年空手道選手権大
会　小学生・中学生の部
〔と　き〕４月 22日（日）
〔ところ〕常陸大宮市西部総合公園体
育館
〔主　催〕日本空手協会茨城県本部
〔主な結果〕
小学１・２年　女子Ｂ　形の部
第３位　小林明莉
小学４年　男子Ａ　形の部
第３位　小林泰介
小学１・２年　女子　組手の部
第２位　小林明莉
小学３年　女子Ａ　組手の部
第２位　田村響
小学４年　男子Ａ　組手の部
第２位　中山裕都
第３位　小林泰介
第３位　武井斗吾

■第 52 回八千代町グラウンド・ゴル
フ定期大会
〔と　き〕４月 24日（火）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
男子の部
第１位　高谷吉尉（若）
第２位　生井信夫（若）

第３位　山口利夫（若）　
第４位　高橋一郎（芦ケ谷）
第５位　諏訪兼四郎（さくら）
女子の部
第１位　佐藤久子（ＴＧＧ）
第２位　平田ハルイ（ＴＧＧ）
第３位　中山貞子（健友会）
第４位　加藤絹子（ＴＧＧ）
第５位　中山きくの（ＴＧＧ）

■第 14回筑西市空手道大会
〔と　き〕５月６日（日）
〔ところ〕筑西市立関城体育館
〔主　催〕筑西市体育協会空手道部
〔主な結果〕
小学６年　女子　形の部
第３位　上野叶夢

■第 53 回八千代町グラウンド・ゴル
フ定期大会
〔と　き〕５月８日（火）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会
〔主な結果〕
男子の部
第１位　久保谷和夫（ＦＧＧ）
第２位　諏訪兼四郎（さくら）
第３位　中山与一（健友会）　
第４位　宮田高雄（ＦＧＧ）
第５位　高橋富男（芦ケ谷）
女子の部
第１位　佐藤久子（ＴＧＧ）
第 2位　鈴木きみい（ＴＧＧ）

第３位　小竹政子（ＴＧＧ）
第４位　加藤絹子（ＴＧＧ）
第５位　中山貞子（健友会）

■第 30 回町民ソフトボール大会（年
齢無制限）
〔と　き〕５月 13日（日）、20日（日）
〔ところ〕八千代町民公園
〔主　催〕八千代町体育協会ほか
〔主な結果〕
優　勝　根ノ谷ソフトボール
準優勝　フェニックス
第３位　オール八千代
第３位　伊勢山ソフト

■第 70 回八千代町スポーツ少年団ミ
ニバスケットボール大会
〔と　き〕５月 19日（土）、20日（日）
〔ところ〕八千代町総合体育館
〔主　催〕八千代町スポーツ少年団ほか
〔主な結果〕
高学年の部
優　勝　中結城МＢＣ
準優勝　西豊田МＢＣ
第３位　川西МＢＣ
低学年の部
優　勝　八千代男子МＢＣ
準優勝　川西МＢＣ
第３位　中結城МＢＣ

優勝した中結城МＢＣのみなさん

■第 34 回全国小学生若葉カップ茨城
県予選会第８回団体戦
〔と　き〕４月 30日（月）
〔ところ〕下館総合体育館
〔主　催〕茨城県小学生バドミントン
連盟
〔主な結果〕
男子団体
準優勝　西豊田バドミントン
女子団体
優　勝　西豊田バドミントン

優勝した西豊田バドミントンのみなさん

優勝した中結城スポーツ少年団のみなさん

優勝した八千代男子МＢＣのみなさん
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I N FORMAT ION

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ

農
地
の
利
用
状
況
調
査
の

実
施
に
つ
い
て

　

八
千
代
町
農
業
委
員
会
で
は
遊

休
農
地
の
実
態
把
握
お
よ
び
そ
の

農
地
の
農
業
上
の
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
に

か
け
て
町
内
全
農
地
の
利
用
状
況

調
査
（
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
）
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
農
地
法

第
30
条
に
基
づ
く
も
の
で
、
農
業

委
員
等
が
農
地
に
立
ち
入
っ
て
の

調
査
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　
　

　

農
業
委
員
会
事
務
局
庶
務
係

　
（
内
線
２
１
２
０
）

問

　

町
で
は
、
新
た
に
保
留
地
（
２

区
画
）
を
公
開
抽
選
に
よ
り
公
売

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
参
加
資
格
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

８
月
13
日
（
月
）
〜

23
日
（
木
）
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
※
土
日
は
除
く
。

申
込
場
所　

都
市
建
設
課
（
役
場

２
階
）
※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
郵
送
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

公
売
予
定
保
留
地　
【
面
積
】
２
５

６
・
２
６
㎡
（
２
区
画
と
も
）

【
価
格
】
６
２
７
万
８
千
３
７
０

円
、
６
４
０
万
６
千
５
０
０
円

※
場
所
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

抽
選
日
時　

８
月
30
日
（
木
）
午

前
10
時

抽
選
場
所　

役
場
２
階
第
２
・
第

３
会
議
室

　

都
市
建
設
課
区
画
整
理
係

　
（
内
線
２
３
４
０
）

　

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日
（
金
）
午
後
１

時
30
分
〜
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料　

無
料

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
（
完
全
予
約
制
で
す
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

０
２
９
６
‐
48
‐
１
９
５
５

　

農
振
地
域
と
は
、
農
地
を
守
る

た
め
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
す
。

地
域
内
の
農
用
地
を
農
業
以
外
に

使
用
す
る
場
合
は
、
除
外
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
自
己
住
宅

の
建
築
等
の
計
画
が
具
体
化
し
、

除
外
を
希
望
さ
れ
る
方
は
受
付
期

間
内
に
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
除
外
手
続
き
に

は
半
年
以
上
の
期
間
が
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
受
付
は
３
月
と
９
月

問
農
業
振
興
（
農
振
）
地
域

の
除
外
手
続
き
に
つ
い
て

問

　町では、農業後継者育成対策協議会の事業で、結
婚支援対策のため結婚相談員を委嘱しています。相
談員の方々は、配偶者のあっせんや仲介、結婚を希
望する方の相談に応じるなどの活動をしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

氏　名 行政区 電話番号
諏　訪　洋　一 苅　橋 　0296-48-0618
須　澤　哲　郎 神　山 　090-4369-4574
小　林　　　実 前　田 　090-2234-6415
長　屋　雄　治 高　野 　090-6122-5677
大　里　君　子 道前六保 　090-4022-0801
大　里　正　明 平塚新田 　0296-49-2112
野　口　昭　一 松　山 　090-8585-3309
飯　山　万寿夫 松　本 　090-8587-0378
馬　場　明　義 松　本 　0296-48-0241
野左根　　　勝 小　屋 　0296-49-0511
問い合わせ　産業振興課農政係（内線２２４０）

町
の
保
留
地
を
公
売
し
ま

す
（
２
区
画
）

８月の納税等
 町・県民税（第２期）
 国民健康保険税（第 2期）
 後期高齢者医療保険料（第2期）　 
 介護保険料（第３期）
 納期は８月 31 日（金）です
       税務課（内線 1530）
　　国保年金課（内線 1310）
　　　　　  　　（内線 1330）
             長寿支援課（内線 1240）

問

〇新たな対象　
小児マル福は、10月 1日から高校３年生（18歳に達す
る日以後の最初の３月 31日）まで対象を拡大します。
※ひとり親マル福を受給中の方、重度心身障がい者マル
　福を受給中の方は、引き続き現在お使いのマル福受給
　者証をご利用ください。

〇助成の内容　
【外来】１医療機関１日６００円（月２回まで）
　　　  ※調剤薬局の自己負担なし
【入院】１医療機関１日３００円（月３，０００円まで）
             ※入院時の食事代は対象外

〇申請方法　
マル福受給者証は申請により交付します。該当する方に
は、申請方法を記載した通知を９月中にお送りします。

〇所得制限　
所得が扶養人数等に応じて定められている限度以上の時
は支給対象にはなりません。詳細はお問い合わせくださ
い。

問い合わせ　国保年金課医療年金係（内線１３３０）

10 月からマル福の対象年齢を拡大

TEL

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

八千代町結婚相談員紹介
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●世帯数 7,671 世帯 (1,039)　　（　）内は外国人で内数

【人口と世帯数】
  ７月１日現在

メール 問

問

FAX

オレンジカフェやちよ
認知症の方とそのご家族を中
心にどなたでも参加できる交
流の場です。
日　時：８月４日（土）、22日（水）
　　  　午後１時～３時
場　所：図書館会議室
参加費：100 円
　　地域包括支援センター
　　（内線５２０４）

問

受給資格者　※受給には申請が必要です。
支給対象児童を監護し、かつ生計を同じくしている父ま
たは母。また父母に代わって児童を養育している方。
※事実上婚姻関係と同様の状況（事実婚）にあるときは
　受給資格はありません。
支給対象児童
父母が離婚、死亡、障害、生死不明、１年以上遺棄して
いる、１年以上拘禁されている、父または母が裁判所か
ら保護命令を受けている、母が婚姻によらないで生まれ
た 18歳の年度末までの児童

手当ての支給
受給資格者と同居の扶養義務者の前年度所得により支給
が制限される。また開始から５年経過後は手当額が減額。
手当月額　※４人目以降は所得に応じて加算

問い合わせ　福祉課子育て支援室（内線１４３１）

の
年
２
回
の
み
で
す
の
で
、
計
画

的
な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
3
日
（
月
）
〜

28
日
（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
振
興
課
農
政
係

　
（
内
線
２
２
４
１
）

　　

平
成
31
年
度
入
学
予
定
の
児
童

生
徒
の
う
ち
、
何
ら
か
の
理
由
に

よ
り
、
指
定
の
就
学
校
以
外
の
小

中
学
校
（
私
立
・
県
立
学
校
含
む
）

へ
の
入
学
を
希
望
す
る
児
童
生
徒

の
保
護
者
は
、
学
校
教
育
課
で
変

更
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

学
校
教
育
課
学
務
係

　
（
内
線
３
７
１
０
）

期
間　

９
月
１
日
（
土
）
〜
12
月

31
日
（
月
）

受
診
場
所　

茨
城
県
歯
科
医
師
会
に

所
属
の
事
業
実
施
歯
科
医
療
機
関

対
象
者　

茨
城
県
広
域
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
の
被
保
険
者
で
、
次

の
方
①
昭
和
17
年
４
月
１
日
〜
18

年
３
月
31
日
生
ま
れ
（
満
75
歳
）

②
昭
和
12
年
４
月
１
日
〜
13
年
３

月
31
日
生
ま
れ
（
満
80
歳
）
③
昭

和
７
年
４
月
１
日
〜
８
年
３
月
31

日
生
ま
れ
（
満
85
歳
）
※
対
象
者

に
は
８
月
中
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す
（
施
設
等
入
所
者
除
く
）

健
診
内
容　

問
診
、
歯
の
状
態
、

歯
周
組
織
・
粘
膜
の
状
況
等

受
診
方
法　

後
期
高
齢
者
医
療
歯

科
健
康
診
査
事
業
で
健
康
診
断
を

受
診
す
る
旨
を
伝
え
予
約
。
※
受

診
日
当
日
は
、
被
保
険
者
証
、
受

診
券
、
受
診
票
、
健
康
手
帳
、
歯

ブ
ラ
シ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
業
課　

　

０
２
９
‐
３
０
９
‐
１
２
１
２

実
施
日　

９
月
14
日
（
金
）、
10

問

TEL 月
12
日
（
金
）、
11
月
９
日
（
金
）

時
間　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

町
立
図
書
館
会
議
室

対
象
者　

町
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容　

読
み
方
の
基
本
や
発
音
、

発
声
な
ど
に
つ
い
て

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料

申
込
方
法　

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
期
限　

８
月
31
日
（
金
）

　

八
千
代
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

０
２
９
６
‐
49
‐
３
９
４
９

テ
ー
マ　

国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て

応
募
資
格　

県
内
在
住
・
在
勤
の

方応
募
方
法　

標
語
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
郵

便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

９
月
21
日
（
金
）

　

茨
城
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
保
健
事
業
課

（
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２
水
戸
市

笠
原
町
９
７
８
番
２
６
）

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
１
５
５
２

　

０
２
９
‐
３
０
１
‐
１
５
７
５

　

kouhou@
ibaraki-kokuhoren.

or.jp

平
成
31
年
度
入
学
者
の
就

学
校
変
更
申
請
に
つ
い
て

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
無

料
歯
科
健
康
診
査
を
実
施

「
国
保
税
の
納
付
に
つ
い

て
」
の
標
語
を
大
募
集
！

問

対象児童数 全部支給 一部支給
１人 月額　42,500 円 月額 10,030 円～

　　　　58,530 円２人 月額　52,540 円
３人 月額　58,560 円

受給資格者　※受給には申請が必要です。
身体、知的、精神的に障害のある20歳未満の児童を家庭
で監護する父母、または父母に代わって療育している方。
手当ての対象となる障害の程度
【１級】
①身体障害者手帳おおむね１級・２級程度に該当する方
（内部的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定が○・Ａ程度の知的障害者または、
同程度の精神障害者の方
【２級】
①身体障害者手帳おおむね３級程度に該当する方（内部
的疾患を含む）
②療育手帳の総合判定がＢ程度の知的障害者または、同
程度の精神障害者の方
※身体障害者手帳、療育手帳をお持ちでない方も受けられ
ます。
手当月額

問い合わせ　福祉課障がい福祉係（内線１４２０）

Ａ

等級 月額（対象児童１人につき）
１級 月額　51,700 円
２級 月額　34,430 円

問TEL

TEL

募　
　
　
　

集

募　
　
　
　

集

平
成
30
年
度
朗
読
講
座

（
全
３
回
）
受
講
生
募
集
！

児童扶養手当について特別児童扶養手当について
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可
決
し
た
議
案
内
容

議会だより議会だより

◇
土
地
開
発
公
社
平
成
30
年
度
事

業
計
画
及
び
平
成
29
年
度
決
算　
　

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

土
地
開
発
公
社
の
事
業
計
画
及
び

決
算
等
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
繰

越
明
許
費
繰
越
計
算
書　
　

　

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
担
い

手
確
保
・
経
営
強
化
支
援
事
業
、

町
道
１
５
２
２
号
線
（
筑
西
幹

線
）
道
路
改
良
事
業
、
橋
梁
長
寿

命
化
補
修
工
事
の
計
３
件
、
総
額

４
千
１
５
１
万
６
千
円
を
今
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
29
年
度
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書　
　

　

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
区
画

道
路
築
造
工
事
、
６
５
０
万
円
を

今
年
度
に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
29
年
度
中
央
土
地
区
画
整

理
事
業
特
別
会
計
予
算
事
故
繰
越

し
繰
越
計
算
書　
　

　

平
成
29
年
度
の
事
業
執
行
に

お
い
て
事
故
繰
越
し
が
発
生
し

た
た
め
、
家
屋
物
件
移
転
補
償
、　

３
千
19
万
４
千
円
を
今
年
度
に
繰

６月定例会

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１７０

農業委員会法改正後、初の農業委員選出　16 名全員に同意

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

可
決
し
た
議
案
内
容

◇
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正　
　

　

県
の
「
医
療
福
祉
対
策
要
綱
」

及
び
「
医
療
福
祉
対
策
実
施
要
領
」

の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
主
な
改

正
点
は
、
小
児
の
医
療
費
の
助
成

を
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者

ま
で
に
拡
充
す
る
も
の
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正　

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
及
び

維
持
管
理
組
合
に
、
中
結
城
東
部

地
区
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

◇
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地

域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及

り
越
す
も
の
で
す
。

◇
平
成
29
年
度
下
水
道
事
業
特
別

会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書　
　

　

昨
年
度
の
予
算
の
う
ち
、
鬼
怒

小
貝
流
域
下
水
道
事
業
建
設
負
担

金
、
１
７
６
万
５
千
円
を
今
年
度

に
繰
り
越
す
も
の
で
す
。

◇
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改

正　
　

　
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
に
伴
う
も
の
で
、
主
な
改
正

点
は
、
個
人
情
報
の
定
義
の
明
確

化
、
要
配
慮
個
人
情
報
の
定
義
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

◇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正　
　

　

納
税
組
合
制
度
の
廃
止
に
伴

い
、
納
税
協
力
員
等
の
報
酬
を
削

除
す
る
も
の
で
す
。

◇
税
条
例
の
一
部
改
正　
　

　

町
県
民
税
及
び
固
定
資
産
税
の

前
納
報
奨
金
を
廃
止
す
る
も
の
で

す
。

●　

報　

告

　平成 30 年第２回定例会は、６月６日から 13 日までの８日間の日程で開催されました。
　この定例会では、町執行部より農業委員の選任同意や平成 30 年度一般会計補正予算など 25 議案が提案され、
審議の結果、すべての議案を原案のとおり可決しました。
　一般質問は、６月 12 日と 13 日に行われ、10 人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

議会だより議会だより

び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
第
10
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正　
　

　
「
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る

地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成

及
び
活
性
化
に
関
す
る
法
律
」
の

改
正
に
伴
い
、
条
例
名
と
区
域
名

称
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◇
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正　

　
「
都
市
公
園
法
施
行
令
」
の
改

正
に
伴
う
も
の
で
、
小
児
の
医
療

費
助
成
を
、
18
歳
に
達
す
る
日
以

降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
ま
で
に
拡
充
す
る
も
の

で
す
。

◇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）　
　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
９
千

６
２
１
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
81
億
１
千
８
８
１
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
常
総
ひ

か
り
農
協
が
計
画
し
て
い
る
集
出

荷
予
冷
施
設
整
備
事
業
の
産
地
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
及
び
生
産
体
制

強
化
支
援
事
業
に
伴
う
補
助
金

３
億
２
千
万
円
、
「
ど
う
で
し
ょ

う　

キ
ャ
ラ
バ
ン
２
０
１
８
」
の

開
催
に
伴
う
、
駐
車
場
整
地
工
事

及
び
開
催
事
業
補
助
金
２
６
２
万

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算

●　

条　

例

から

中学生 18 歳まで

10 月から小児マル福制度が拡大されます10 月から小児マル福制度が拡大されます
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平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

５
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
土
地
の

処
分
や
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

を
行
い
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

◇
税
条
例
等
の
一
部
改
正　
　

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
個

人
の
町
民
税
非
課
税
の
範
囲
の
見

直
し
。
中
小
企
業
の
設
備
投
資
に

対
す
る
固
定
資
産
税
の
軽
減
。
た

ば
こ
税
の
税
率
を
平
成
30
年
10
月

１
日
か
ら
３
段
階
で
引
上
げ
る
も

の
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正　
　

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

う
も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
、
基

礎
課
税
額
の
賦
課
限
度
額
を
54
万

円
か
ら
58
万
円
に
引
き
上
げ
。
減

額
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得
額

の
見
直
し
で
、
５
割
軽
減
対
象
世

帯
に
お
い
て
１
人
27
万
円
か
ら

27
万
５
千
円
に
、
２
割
軽
減
対
象

世
帯
に
お
い
て
１
人
49
万
円
か
ら

50
万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で

す
。

●　

財
産
の
処
分

●　

人　

事

円
を
増
額
し
、
筑
西
幹
線
道
路
整

備
事
業
に
お
け
る
用
地
購
入
費
及

び
補
償
費
を
工
事
請
負
に
組
替

え
、
物
件
評
価
業
務
委
託
料
を
減

額
し
、
一
級
町
道
８
号
線
道
路
改

良
事
業
に
お
い
て
、
用
地
測
量
業

務
委
託
料
の
減
額
に
よ
り
道
路
新

設
改
良
費
２
千
７
４
８
万
円
を
減

額
す
る
も
の
で
す
。

◇
農
業
委
員
の
選
任
同
意　
　

　

現
委
員
が
９
月
14
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
16

名
を
新
た
な
農
業
委
員
と
し
て
選

任
す
る
こ
と
に
同
意
を
求
め
ら

れ
、
全
員
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。

　

中
山　

朝
子
さ
ん
（
仁
江
戸
西
）

　

岩
田　

政
男
さ
ん
（
太　

田
）

　

小
竹　
　

節
さ
ん
（
本　

郷
）

　

内
海　

一
栄
さ
ん
（
村
貫
東
）

　

水
書　

秀
尚
さ
ん
（
東
蕗
田
）

　

青
谷　

清
一
さ
ん
（
尾　

崎
）

　

幸
田　

行
男
さ
ん
（
佐
野
東
）

　

小
島　

由
久
さ
ん
（
伊
勢
山
）

　

髙
﨑　
　

隆
さ
ん
（
下
山
川
）

　

宮
本　

忠
雄
さ
ん
（
天
王
木
番
田

）

　

小
竹　
　

淳
さ
ん
（
松　

本
）

　

宮
田　
　

栄
さ
ん
（
坪　

井
）

　

宮
本　
　

保
さ
ん
（
大
渡
戸
）

　

猪
瀬　

明
子
さ
ん
（
栗　

山
）

　

中
茎　

絹
子
さ
ん
（
高　

崎
）

　

草
間　

和
男
さ
ん
（
東
大
山
）

　
◇
字
の
区
域
の
変
更　
　

　

八
千
代
工
業
団
地
内
の
土
地
に

つ
い
て
、
分
譲
用
地
に
合
わ
せ
た

土
地
の
引
き
渡
し
が
で
き
る
よ
う

登
記
上
の
合
筆
を
行
う
た
め
、
字

の
区
域
の
変
更
を
行
う
も
の
で

す
。

●　

専
決
処
分
事
項
承
認

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

　

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

　

次
の
定
例
会
は
９
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
８
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
　

議
会
事
務
局

　
　
　
　
　

℡
（
48
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
４
１
１
０

中結城小学校の皆さんが議場の見学に来てくれました

第

２

回

臨

時

会

第

２

回

臨

時

会

第

２

回

臨

時

会

第

２

回

臨

時

会

◇
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の

一
部
改
正　
　

◇
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介

護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

の
方
法
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正　

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一

部
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
主
な
改

正
点
は
、
定
義
規
定
の
改
正
及
び

文
言
の
整
理
を
行
う
も
の
で
す
。

◇
町
有
地
の
処
分
に
つ
い
て　
　

　

平
成
28
年
11
月
に
取
得
し
た

鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
一
部

（
５
万
１
千
５
１
０
㎡
）
を
公
益

財
団
法
人　

茨
城
県
開
発
公
社
に

２
億
４
千
３
６
０
万
円
で
売
却
す

る
も
の
で
す
。

◇
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）　
　

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
４
千

３
６
０
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
78
億
２
千
２
６
０
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

●　

そ
の
他

●
平
成
30
年
度
補
正
予
算

定
数
調
査
特
別
委
員
会
調
査
結
果

報
告
（
要
約
）

　

平
成
29
年
３
月
に
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
以
来
、
４
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
当
町
の
適
正
な

議
員
定
数
を
検
討
し
て
き
ま
し

た
。
十
分
に
議
論
を
尽
く
し
た
中

で
、
３
月
16
日
に
開
催
し
た
特
別

委
員
会
に
お
い
て
、
「
現
状
維
持
」

と
「
定
数
削
減
」
に
つ
い
て
、
採

決
を
と
っ
た
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
本
町
の
議
員
定
数
は
現
状

維
持
が
適
正
で
あ
る
と
決
定
い
た

し
ま
し
た
。

農業委員会現地調査の様子
（写真は現委員）
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憲
法
で
は
「
義
務
教
育
は
こ
れ

を
無
償
に
す
る
」
と
規
定
し
て
い

ま
す
が
、
実
際
に
無
償
な
の
は
授

業
料
と
教
科
書
に
限
ら
れ
、
保
護

者
の
方
に
は
様
々
な
費
用
負
担
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
校
給
食

は
、
食
育
基
本
法
で
学
校
生
活
の

一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お

り
、
義
務
教
育
無
償
の
原
則
に

従
っ
て
無
料
と
す
る
べ
き
で
す
。

　

そ
こ
で
、
完
全
無
料
化
、
第
２

町
政
を
問
う
！　

一
般
質
問
10
名
が
登
壇

子
以
降
無
償
化
、
第
２
子
以
降
半

額
、
第
３
子
以
降
無
償
化
と
し
た

場
合
の
町
負
担
額
に
つ
い
て
、
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

教
育
次
長　

児
童
・
生
徒
の
給
食

費
個
人
負
担
額
は
、
児
童
・
生
徒

合
計
で
約
７
千
５
０
０
万
円
に

な
り
ま
す
。
条
件
ご
と
に
無

料
化
し
た
場
合
の
金
額
は
、
第

２
子
以
降
無
料
化
の
場
合
が
約

２
千
３
６
０
万
円
、
第
２
子
以
降

半
額
の
場
合
は
約
１
千
１
８
０
万

円
、
第
３
子
以
降
の
み
全
額
無
料

と
し
た
場
合
は
約
４
６
０
万
円
が

収
入
減
と
な
り
ま
す
。
引
き
続
き

法
令
の
基
準
に
従
い
、
保
護
者
か

ら
も
ご
負
担
い
た
だ
き
な
が
ら
安

全
で
安
心
な
給
食
の
提
供
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
や
若
い
世
代
の

地
域
意
識
の
変
化
等
に
よ
り
、
行

政
区
に
加
入
さ
れ
な
い
町
民
の
方

が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
当
町
で

は
、
行
政
区
非
加
入
者
に
対
し

て
、
広
報
紙
を
配
布
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
平
等
に
町
の
情
報
を
得
ら

れ
る
よ
う
手
段
を
講
じ
る
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
発
行
数
、
配
布
数
及

び
行
政
区
非
加
入
者
の
配
布
方
法

に
つ
い
て
、
お
伺
い
し
ま
す
。

秘
書
公
室
長　

広
報
紙
は
、
毎
月

６
千
部
を
発
行
し
、
区
長
さ
ん
を

通
じ
て
の
行
政
区
加
入
者
へ
の
配

布
、
そ
れ
と
有
料
購
読
者
や
関
係

機
関
へ
の
送
付
分
、
さ
ら
に
は
町

内
各
所
に
設
置
し
て
い
る
も
の
を

加
え
る
と
約
５
千
７
０
０
部
が
配

布
数
と
な
り
ま
す
。
行
政
区
非
加

入
者
に
対
し
ま
し
て
は
、
役
場
庁

舎
１
階
や
中
央
公
民
館
、
総
合
体

育
館
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設

だ
け
で
な
く
、
町
内
金
融
機
関
や

町
内
郵
便
局
等
に
広
報
紙
の
設
置

を
依
頼
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ご

自
由
に
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

町　

長　

広
報
紙
は
、
町
民
の
皆

さ
ま
に
町
の
取
組
を
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
発
行

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
設
置
場
所

を
増
や
す
な
ど
、
い
つ
で
も
気
軽

に
入
手
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を

整
え
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
障
害
者
の
介
護
保
険
総
合

事
業
へ
の
移
行
に
つ
い
て

　

空
き
家
が
老
朽
化
す
る
と
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
の
は
も
と
よ
り
、

周
辺
に
も
環
境
の
悪
化
や
治
安
の

悪
化
を
招
く
と
と
も
に
、
不
審
火

に
よ
る
火
災
の
発
生
等
、
災
害
の

温
床
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
空
き

家
の
実
態
調
査
の
結
果
、
町
内
に

３
１
２
軒
の
空
き
家
が
存
在
す
る

こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
が
、
空
き

家
所
有
者
の
親
戚
や
近
所
の
方
か

ら
、
対
策
や
対
処
方
法
等
の
相
談

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
か
ど
う

か
。
ま
た
、
実
際
に
対
処
し
た
具

体
例
は
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま

す
。

企
画
財
政
部
長　

空
き
家
利
活
用

に
つ
い
て
の
相
談
や
要
望
、
あ
る

い
は
空
き
家
の
対
応
の
案
件
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
空
き
家
活
用
に
関
す
る

相
談
支
援
体
制
、
庁
内
に
お
け
る

推
進
体
制
を
整
備
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、

空
き
家
の
利
活
用
推
進
に
つ
い
て

質
問
し
た
際
に
、
空
き
家
バ
ン
ク

制
度
の
推
進
と
空
き
家
の
利
活
用

を
検
討
す
る
と
の
答
弁
で
あ
り
ま

し
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状
況
を

お
聞
き
し
ま
す
。

企
画
財
政
部
長　

空
き
家
バ
ン
ク

の
設
置
に
あ
た
っ
て
は
、
「
登
録

で
き
る
空
き
家
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
の
か
」
、
「
物
件
を
登
録
す
る
方

が
い
る
の
か
」
、
「
利
用
す
る
方
は

ど
の
く
ら
い
い
る
の
か
」
な
ど
、

調
査
検
討
を
行
い
、
近
隣
自
治
体

の
状
況
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用

者
が
安
心
し
て
利
用
す
る
た
め
に

は
、
媒
介
業
務
に
精
通
し
て
い
る

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
と
の
協
定

締
結
等
を
検
討
し
、
空
き
家
が
利

用
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
必
要

も
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
の

選
定
作
業
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

空
き
家
対
策
の
取
組
に
つ
い
て

大久保　弘子議員

中山　勝三議員

学
校
給
食
費
の

無
料
化
に
つ
い
て

保護者の負担軽減を



15　　広報やちよ№ 706　2018.8 月号

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
に
向
け
て
の

調
整
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
関

す
る
実
施
要
綱
の
制
定
等
を
検
討

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
設
置
に
向

け
て
、
準
備
作
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

圏
央
道
の
開
通
や
八
千

代
工
業
団
地
の
整
備
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
好
機
に
捉
え
、
災
害
の

少
な
い
緑
豊
か
で
年
間
を
通
じ
て

豊
富
で
新
鮮
な
食
材
が
そ
ろ
う
町

の
魅
力
を
最
大
限
に
活
か
し
、
例

え
ば
、
町
内
の
空
き
家
物
件
の
検

索
を
可
能
に
す
る
シ
ス
テ
ム
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
田
舎
暮
ら

し
に
興
味
の
あ
る
方
や
伸
び
伸
び

と
子
育
て
を
し
た
い
若
い
方
の
移

住
の
取
組
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
当
町

に
お
い
て
も
一
人
暮
ら
し
、
障
害

の
あ
る
方
、
認
知
症
等
の
方
が
増

加
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
方
々

の
財
産
管
理
、
身
上
監
護
を
行
う

成
年
後
見
人
の
必
要
性
が
高
ま
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
後
見
人

の
仕
事
の
内
容
を
お
聞
き
し
ま

す
。

保
健
福
祉
部
長　

市
民
後
見
人

は
、
成
年
後
見
人
等
に
な
る
べ
き

親
族
が
い
な
い
場
合
に
、
判
断
能

力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
を
守

り
、
安
定
し
た
生
活
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
契
約
や
法
律
行
為

を
本
人
に
代
わ
っ
て
行
う
後
見
人

の
方
で
す
。

　

後
見
人
の
役
割
と
職
務
は
、
後

見
す
る
方
の
生
活
状
況
や
身
体
状

況
等
に
配
慮
し
、
本
人
の
生
活
を

守
る
こ
と
と
財
産
の
管
理
や
日
常

生
活
を
維
持
す
る
上
で
、
必
要
な

生
活
費
や
預
貯
金
の
管
理
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
契
約
や
サ
ー

ビ
ス
内
容
に
関
す
る
事
業
者
等
と

の
調
整
、
悪
質
な
訪
問
販
売
か
ら

の
保
護
等
で
す
。

　

平
成
28
年
４
月
に
成
年
後
見
利

用
促
進
法
が
、
議
員
立
法
に
よ
り

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
町
村
は
、

後
見
人
制
度
の
利
用
促
進
に
関

し
、
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ

う
努
め
る
と
さ
れ
て
お
り
、
後
見

人
の
育
成
が
急
務
だ
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

ま
ず
は
地
域
の

後
見
ニ
ー
ズ
等
の
実
態
を
把
握

し
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
、
社
会

福
祉
士
と
い
っ
た
専
門
職
の
団
体

と
連
携
を
図
り
協
議
を
行
う
な

ど
、
地
域
に
あ
っ
た
取
組
を
行
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
本
町
単
独
で

の
育
成
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
、
近
隣
市
町
村
と
連
携
を

と
り
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町　

長　

今
後
、
一
人
暮
ら
し
高

齢
者
等
の
増
加
に
伴
い
、
後
見
人

制
度
の
活
用
は
必
要
に
な
る
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
県
の
助
言

等
参
考
に
制
度
の
理
解
と
普
及
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
等
の
専
門

職
後
見
人
に
依
頼
で
き
る
方
は
い

い
の
で
す
が
、
低
収
入
で
資
産
の

な
い
方
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
の
非
営

利
団
体
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

が
現
状
で
す
。
他
の
自
治
体
に
先

行
し
て
、
八
千
代
町
独
自
の
制
度

を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

町　

長　

地
域
で
お
互
い
に
支
え

合
う
こ
と
が
非
常
に
大
切
で
す
の

で
、
今
後
、
町
に
お
い
て
も
後
見

人
制
度
の
周
知
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

宮本　直志議員

当町においても増加している空き家

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
20
年
以
上
経
過

し
、
憩
遊
館
の
老
朽
化
が
進
む
一

方
、
同
様
の
施
設
が
近
隣
で
も
作

ら
れ
、
ど
う
し
て
も
お
客
様
は
、

新
し
く
き
れ
い
な
施
設
に
流
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
実
際
に
、
現
在
の

憩
遊
館
来
館
者
数
は
、
ピ
ー
ク
時

の
３
分
の
２
程
度
ま
で
落
ち
込
ん

で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
健
康

志
向
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
館
内
に
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
等
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
運
動
と
温
泉

の
組
合
せ
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

と
し
た
集
客
方
法
も
一
つ
の
手
段

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

現
在
整
備
中
の
八
千
代
工
業
団
地

に
、
次
々
と
企
業
移
転
が
決
定
し

て
お
り
、
そ
こ
に
従
事
す
る
方
の

移
住
が
多
数
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
集
客
拡
大
の
条
件

が
整
い
つ
つ
あ
る
中
、
施
設
の
大

規
模
改
修
や
進
入
路
の
新
設
が
必 水垣　正弘議員

憩

遊

館

の

大
規
模
改
修
を
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開
催
し
ま
し
て
、
川
西
小
学
校
で

公
開
授
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
保
幼
小
接
続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
作
成
し
て
、
お
互
い
に
育
て
た

い
子
ど
も
の
姿
を
共
有
す
る
取
組

を
確
認
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

１
年
生
に
よ
る
公
開
授
業
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
授
業
で
は
生

き
生
き
と
し
た
児
童
の
表
情
が
あ

り
、
は
つ
ら
つ
と
活
動
し
て
い
ま

し
た
。

　

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
ま
ず

は
川
西
小
学
校
と
た
ち
ば
な
幼
稚

園
の
取
組
を
町
内
す
べ
て
の
幼
児

教
育
施
設
と
小
学
校
に
拡
大
し
、

保
幼
小
連
携
に
よ
る
取
組
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
融

合
し
た
認
定
子
ど
も
園
の
数
が
急

速
に
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

当
町
で
の
移
行
状
況
を
お
聞
き
し

ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

町
内
に
は
認
定

こ
ど
も
園
が
３
箇
所
あ
り
、
平
成

22
年
度
に
１
箇
所
、
平
成
25
年
度

に
２
箇
所
で
認
定
こ
ど
も
園
の
認

可
を
受
け
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ

に
伴
い
、
認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

幼
児
期
の
教
育
と
保
育
の
総
合
的

な
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
私
が
学
童
保
育
に
つ
い

て
、
幼
稚
園
に
聞
き
込
み
調
査
を

行
っ
た
結
果
、
園
側
の
意
見
の
中

に
、
学
校
に
児
童
を
迎
え
に
行
く

負
担
が
大
き
く
、
学
校
で
預
か
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
現
場
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。
当
町
で
取
り
組

む
考
え
が
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

教
育
次
長　

学
校
の
現
状
と
し
て

は
、
余
裕
教
室
が
な
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
施
設
の
整
備
や
管
理
運
営

上
、
学
校
教
室
の
使
用
は
難
し
い

状
況
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

・
介
護
予
防
に
つ
い
て

　

幼
児
教
育
施
設
と
小
学
校
が
連

携
し
、
就
学
前
後
の
教
育
を
円
滑

に
結
び
付
け
る
保
幼
小
連
携
の
取

組
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
新
聞
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
学
校
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
に
あ
っ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
づ
く
り
や
保
幼
小
連
携
の
研

究
事
業
等
を
実
践
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
県
内
５
市
町
村
を
モ
デ
ル

市
町
村
に
指
定
し
、
そ
の
中
に
当

町
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
ま
で
の
取
組
内

容
と
今
後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

教
育
次
長　

県
教
育
委
員
会
か
ら

委
託
を
受
け
、
川
西
小
学
校
と
た

ち
ば
な
幼
稚
園
に
お
い
て
、
幼
児

期
の
育
ち
と
学
び
を
小
学
校
教
育

へ
と
円
滑
に
接
続
し
て
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
と
し
て
は
、
29

年
度
は
、
保
幼
小
連
携
協
議
会
を 増田　光利議員

教
育
問
題
に
つ
い
て

要
不
可
欠
だ
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
お
伺
い
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

施
設
内
の
全
面

改
修
に
つ
い
て
は
、
優
先
順
位
や

財
源
等
を
考
慮
し
た
年
次
計
画
の

も
と
、
憩
遊
館
の
改
修
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
空

調
設
備
改
修
工
事
、
ト
イ
レ
改
修

工
事
及
び
案
内
看
板
設
置
更
新
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

　

現
状
の
課
題
と
し
て
は
、
憩
遊

館
の
玄
関
先
ま
で
の
動
線
を
考
慮

し
た
上
で
、
施
設
内
の
道
路
改
修

及
び
駐
車
場
舗
装
整
備
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
来
場
者
の
方
々
に
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
内
外
装
の
大
規

模
修
繕
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ネ
マ

ホ
ー
ル
の
改
修
等
を
含
め
て
総
合

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
大
規

模
改
修
に
つ
い
て
は
、
多
額
の
費

用
と
な
る
の
で
、
限
ら
れ
た
財
政

状
況
の
中
で
す
が
、
予
算
を
確
保

し
、
年
次
計
画
に
よ
り
着
手
し
て

い
き
ま
す
。

　

一
級
町
道
５
号
線
の
共
済
組
合

の
入
り
口
付
近
か
ら
の
新
た
な
進

入
路
に
つ
い
て
は
、
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
の
北
側
の
駐
車
場
に
直
接

進
入
可
能
と
な
り
、
利
用
者
の

方
々
の
利
便
性
が
高
ま
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
進
入
路

と
し
て
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
や
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
客
層
の
開
拓
等
、
利
用
者
の
増

加
に
向
け
た
有
効
な
取
組
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
現
在
、
有
効
活
用
さ

れ
て
い
な
い
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
施
設
が
設
置
可

能
か
ど
う
か
、
近
隣
の
施
設
の
状

況
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

町　

長　

利
用
者
の
利
便
性
の
向

上
や
リ
ピ
ー
タ
ー
の
増
加
に
つ
な

が
る
施
設
の
修
繕
・
改
修
、
周
辺

環
境
の
整
備
を
、
町
の
財
政
状
況

等
を
勘
案
し
た
中
で
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

憩遊館の大規模改修を

川西小学校で実施された公開
授業の様子
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給
食
セ
ン
タ
ー
更
新
の
必
要
性

は
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
総
事
業

費
10
億
円
を
超
す
現
在
の
計
画
は

見
直
す
べ
き
で
す
。
６
億
円
以
上

の
膨
大
な
借
金
、
約
４
億
円
の
町

の
持
ち
出
し
を
し
な
が
ら
、
国
か

ら
の
補
助
金
は
全
体
事
業
費
の
10

分
の
１
以
下
に
過
ぎ
ず
、
こ
の
よ

う
な
計
画
で
は
、
将
来
の
町
財
政

悪
化
を
招
き
ま
す
。
規
模
を
縮
小

し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
す
る
考
え
は

な
い
の
か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

事
業
の
推
進
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
無
駄
を
省
き
、
事
業

費
が
過
大
と
な
ら
な
い
よ
う
精
査

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
規
模
を
縮
小
す
る

考
え
は
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
小
児
医
療
助
成
制
度
18
歳
ま
で

の
引
き
上
げ
に
伴
う
今
後
の
対
応

に
つ
い
て

　

以
前
か
ら
18
歳
ま
で
の
引
き
上

げ
を
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
、
強

く
要
望
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ

の
た
び
の
引
き
上
げ
は
大
変
喜
ば

し
く
思
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

更
に
拡
充
す
る
考
え
は
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

保
健
福
祉
部
長　

10
月
１
日
か
ら

18
歳
ま
で
に
引
き
上
げ
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
さ

ら
な
る
拡
充
に
つ
い
て
は
、
県
を

初
め
と
す
る
関
係
機
関
、
近
隣
市

町
村
の
動
向
を
注
視
し
、
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

〇
国
保
会
計
の
現
状
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
性
格

上
、
高
齢
者
や
低
所
得
者
が
多
い

た
め
、
一
定
の
一
般
会
計
か
ら
の

法
定
内
繰
り
入
れ
は
必
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
法
定
外
繰

り
入
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
を
利

用
し
て
い
な
い
町
民
か
ら
す
れ
ば

不
公
平
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
考
え

を
持
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

10
億
円
以
上
の
費
用
を
要
す
る
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長　

特
定
健
康
診

査
、
総
合
健
診
等
の
受
診
率
を
伸

ば
す
こ
と
に
よ
り
、
国
保
加
入
者

の
方
の
健
康
意
識
の
向
上
を
図

り
、
医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
に
努

め
な
が
ら
、
将
来
的
に
は
法
定
外

繰
り
入
れ
を
し
な
く
て
も
国
保
特

別
会
計
が
運
営
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

〇
町
長
の
給
料
及
び
退
職
金

一
千
７
６
０
万
円
に
つ
い
て

　

町
長
は
、
水
戸
地
検
か
ら
起
訴

さ
れ
、
な
お
か
つ
当
議
会
で
辞
職

勧
告
決
議
案
が
可
決
さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
責
任
を
と
ら
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
政
治
家
と
し
て

真
摯
な
対
応
と
は
言
え
ず
、
非
常

に
残
念
に
思
い
ま
す
。
ご
自
身
の

給
料
を
減
額
す
る
考
え
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
退
職
金
を
も
ら
う
考

え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

町　

長　

退
職
金
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
職
員
退
職
手
当
条
例
に
基

づ
き
適
正
に
処
理
さ
れ
ま
す
こ
と

を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
有
罪
判
決
が
出
れ
ば
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
給
与
を
減
額
し
、
返

納
す
る
考
え
で
す
の
で
、
心
配
は

ご
無
用
で
す
。

国府田　利明議員

　

道
路
幅
が
狭
か
っ
た
り
、
用
排

水
路
が
隣
接
し
て
い
た
り
、
ま

た
、
無
謀
な
運
転
を
す
る
車
両
等

で
、
児
童
生
徒
の
安
全
な
通
学
が

脅
か
さ
れ
る
要
因
は
多
数
あ
り
、

通
学
路
の
安
全
確
保
の
た
め
に
は

歩
道
を
含
め
た
道
路
整
備
が
重
要

で
す
。

　

そ
こ
で
、
仁
江
戸
東
か
ら
粟
野

へ
の
通
学
路
と
な
っ
て
い
る
町
道

２
３
９
４
号
線
の
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
ま
で
の
進
捗
状
況
と
今

後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
道
高
崎
坂
東
線
の
粟

野
地
内
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
区
間
の
歩

道
整
備
が
急
務
だ
と
考
え
ま
す

が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

平
成
29
年
度
ま

で
に
道
路
拡
幅
工
事
し
た
延
長

は
、
約
５
０
０
ｍ
程
度
で
あ
り
、

事
業
進
捗
率
は
約
83
％
で
す
。
本

年
９
月
に
延
長
約
30
ｍ
の
道
路
拡

幅
工
事
を
発
注
し
、
整
備
最
終
年

度
の
平
成
31
年
度
に
、
約
60
ｍ
の

工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

県
道
高
崎
・
坂
東
線
の
粟
野
地

内
の
Ｓ
字
カ
ー
ブ
区
間
へ
の
歩
道

設
置
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
道
路

管
理
者
で
あ
る
常
総
工
事
事
務
所

に
道
路
改
良
工
事
を
要
望
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続
き
歩
道

整
備
と
併
せ
た
道
路
改
良
工
事
を

早
期
に
事
業
化
さ
れ
る
よ
う
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　

中
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
先
、

一
級
河
川
山
川
に
架
か
る
高
堀
橋

は
老
朽
化
が
激
し
く
、
欄
干
も
低

い
大
変
危
険
な
橋
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
幼
稚
園
の
ス
ク
ー
ル

通
学
路
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

生井　和巳議員

※掲載記事は、国府田議員本人からの寄稿によるものです。

　町道２３９４号線

　（仁江戸地内）

　県道高崎坂東線

　（粟野地内）

▲

▲
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バ
ス
も
通
行
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
管
理
者
で
あ
る
下
妻
市

が
架
替
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
、
利
用
者
が
多
い
当
町
に
お

い
て
も
、
地
元
地
区
で
は
大
変
喜

ん
で
い
る
次
第
で
す
。

　

そ
こ
で
、
新
橋
の
規
模
や
設
置

箇
所
の
移
動
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、

橋
か
ら
町
道
へ
の
接
続
箇
所
の
道

路
改
良
は
計
画
し
て
い
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

産
業
建
設
部
長　

新
橋
は
、
橋
梁

の
長
さ
が
27
・
８
ｍ
、
橋
梁
の
幅

が
６
・
２
ｍ
、
道
路
幅
員
は
路
肩

を
含
め
５
ｍ
で
、
旧
橋
よ
り
２
ｍ

程
度
高
く
な
る
と
の
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
当
町
側
の
橋
梁
進
入
口

が
、
以
前
よ
り
約
20
ｍ
程
度
西
側

に
移
動
と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
河

川
に
対
し
直
角
に
架
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
新
橋
梁
は
河
川
に
対
し

斜
め
に
架
か
る
計
画
で
、
以
前
よ

り
も
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
で
取
付
け

と
な
り
、
現
町
道
幅
員
の
３
ｍ
か

ら
５
ｍ
に
拡
幅
さ
れ
、
事
業
主
体

で
あ
る
下
妻
市
が
施
工
し
ま
す
。

　

高
堀
橋
は
、
当
町
と
下
妻
市
の

連
絡
橋
で
あ
り
、
地
域
の
方
々
に

は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
橋
梁

で
す
の
で
、
適
時
、
情
報
提
供
が

で
き
る
よ
う
情
報
収
集
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

町
長
は
、
私
の
個
人
情
報
を
第

三
者
に
漏
ら
し
た
と
し
て
在
宅
起

訴
さ
れ
た
。
平
成
30
年
２
月
22
日

に
初
公
判
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
に

３
度
公
判
が
開
か
れ
た
わ
け
で
す

が
、
町
長
は
被
告
人
と
い
う
立
場

で
あ
り
、
そ
の
間
、
公
務
に
支
障

は
な
く
、
町
政
執
行
に
影
響
は
な

か
っ
た
と
考
え
て
い
る
の
か
。

町　

長　

現
在
、
裁
判
中
で
す
の

で
、
答
弁
を
差
し
控
え
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
的
な
こ
と
で
す
が
、

起
訴
を
理
由
と
し
た
被
告
人
へ
の

不
利
益
な
対
応
は
、
い
か
な
る
理

由
で
あ
っ
て
も
基
本
的
人
権
の
侵

害
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、

政
治
家
で
あ
る
議
員
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
発
言
に
は
十
分
ご
留
意

願
い
ま
す
。

　

日
野
自
動
車
が
75
㌶
に
及
ぶ
古

河
名
崎
工
業
団
地
に
移
転
し
て
き

ま
し
た
。
外
観
を
見
る
限
り
工
場

移
転
も
だ
い
ぶ
進
ん
で
き
て
い
る

よ
う
だ
が
、
そ
の
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
八
千
代
町
在
住
の
従
業
員
は

何
名
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
本
社
機
能
が
移
転
す
る

と
も
聞
い
て
い
る
が
そ
の
真
偽

は
。

企
画
財
政
部
長　

日
野
自
動
車
古

河
工
場
は
、
平
成
29
年
９
月
に
全

面
稼
動
し
、
日
野
工
場
か
ら
の
生

産
切
り
替
え
を
順
次
進
め
て
い
る

と
伺
っ
て
い
ま
す
。
大
型
・
中
型

ト
ラ
ッ
ク
の
全
種
類
、
全
量
を
生

産
し
、
海
外
の
生
産
拠
点
へ
出
荷

す
る
マ
ザ
ー
工
場
と
し
て
、
生
産

供
給
体
制
の
最
適
化
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

八
千
代
町
在
住
の
従
業
員
に
つ

い
て
は
、
正
確
に
は
把
握
で
き
ま

せ
ん
が
、
新
規
採
用
や
町
に
転
入

し
た
方
の
人
数
を
合
わ
せ
る
と
、

平
成
29
年
９
月
時
点
で
は
、
50
名

程
度
だ
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
１
月
に
本
社
工
場
移

転
が
発
表
さ
れ
た
新
聞
記
事
に
よ

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

大久保　敏夫議員

る
と
、
本
社
機
能
や
技
術
開
発
機

能
は
日
野
市
に
残
す
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
現
在
、
古
河
工
場
の
生

産
体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
る
状

況
で
、
今
後
の
方
針
や
計
画
に
つ

い
て
は
、
検
討
中
で
あ
り
、
ま
だ

公
表
で
き
る
段
階
で
は
な
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

町　

長　

平
成
29
年
６
月
７
日

に
、
古
河
工
場
の
お
披
露
目
が
あ

り
、
地
元
首
長
と
し
て
、
招
待
を

受
け
、
役
員
の
方
々
と
も
意
見
交

換
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
役
員
の

方
か
ら
「
日
野
自
動
車
は
八
千
代

町
の
地
元
企
業
で
あ
る
」と
い
う
、

お
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
連
携
を
密
に
し
て
、

雇
用
の
確
保
や
移
住
・
定
住
の
促

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

各
行
政
区
の
組
合
加
入
世
帯

が
、
子
ど
も
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
教
育
後
援
会
会
費
を
納
め
て

い
る
が
、
組
合
非
加
入
世
帯
で
は
、

子
ど
も
が
小
中
学
校
に
通
っ
て
い

て
も
納
め
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は

あ
ま
り
に
も
不
公
平
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
近
隣
市
町
で
は
教
育

後
援
会
を
設
立
し
て
お
ら
ず
、
該

当
す
る
事
業
費
は
行
政
が
負
担
し

て
い
る
と
い
う
。

　

多
く
の
組
合
員
の
方
か
ら
、
教

育
後
援
会
の
見
直
し
を
図
り
、
解

散
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
声
が
聞

か
れ
る
。
組
合
員
の
意
見
を
尊
重

し
、
教
育
後
援
会
を
解
散
し
、
町

が
教
育
活
動
補
助
費
を
負
担
す
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

答
弁
を
求
め
ま
す
。

教
育
次
長　

教
育
後
援
会
は
、
小

中
学
校
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
お

り
、
会
員
は
地
区
内
居
住
者
、
保 小島　由久議員

教
育
後
援
会
の
解
散

と
見
直
し
に
つ
い
て

地の利を活かし、町民に多くの恩恵を
もたらす取組を
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護
者
及
び
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す

る
者
等
、
学
校
ご
と
に
会
則
に
よ

り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
会
費
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
会
の
趣

旨
に
賛
同
い
た
だ
い
た
方
か
ら
納

付
い
た
だ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

高
齢
者
の
家
庭
が
増
加
し
会
員

数
の
減
少
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

会
費
は
学
校
に
と
っ
て
貴
重
な
財

源
で
あ
り
、
有
効
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

教
育
後
援
会
は
学
校
教
育
の
振

興
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の

で
す
の
で
、
今
後
も
趣
旨
を
ご
理

解
の
う
え
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

町　

長　

教
育
後
援
会
は
、
学
校

と
地
域
の
協
力
の
も
と
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
児
童
生
徒
が
充
実

し
た
学
校
生
活
を
送
る
上
で
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
バ
ス
の
運
転
業
務
委
託
は
単

年
で
契
約
し
て
い
る
が
、
３
年
～

５
年
の
長
期
契
約
は
で
き
な
い
の

か
。

保
健
福
祉
部
長　

バ
ス
運
転
業
務

を
長
期
に
契
約
す
る
こ
と
は
規
則

の
上
で
は
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
民
バ

ス
、
福
祉
バ
ス
と
も
に
、
バ
ス
自

体
が
古
く
な
っ
て
お
り
、
毎
年
１

回
の
車
検
の
他
、
年
３
回
の
定
期

点
検
を
行
い
整
備
に
努
め
て
い
ま

す
が
、
故
障
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が
出

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
の
修
理

費
用
は
約
３
９
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
、
単
年
度
で
契
約
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
バ
ス
の
更
新

も
含
め
契
約
方
法
を
再
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

町　

長　

今
後
、
町
の
バ
ス
を
更

新
す
る
際
に
は
、
運
転
業
務
委
託

の
長
期
契
約
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
を
教
育
す
る
上
で
、
家

庭
の
教
育
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き

な
い
教
育
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学

校
教
育
が
一
番
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
人
間
の
個
性
を
伸
ば
す
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
こ

れ
は
み
ん
な
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
あ
り
、
学
校
教

育
、
い
わ
ゆ
る
教
育
行
政
に
つ
い

て
は
、
教
育
基
本
法
に
則
り
、
教

育
委
員
会
が
真
剣
に
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
大
き
な
問
題
だ
と
考

え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
町
の
教
育
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
、
教
育

長
に
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長　

子
ど
も
た
ち
に
自
ら
の

人
生
を
自
分
で
切
り
開
く
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
て
、
社
会
に
送
り
出

す
こ
と
が
学
校
教
育
の
責
務
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
町
で

は
、
児
童
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

活
か
し
、
今
後
の
大
き
な
社
会
の

変
化
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
た
ち

を
育
成
し
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と

し
て
、
四
つ
の
取
組
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

一
つ
目
に
、
学
校
は
小
さ
な
成

功
体
験
を
繰
り
返
す
場
で
あ
り
、

そ
の
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
る
こ

と
が
自
信
と
な
り
、
自
尊
心
や
自

己
肯
定
を
高
め
て
い
く
と
考
え
て

い
ま
す
。
授
業
や
学
校
行
事
、
校

外
活
動
、
部
活
動
等
を
通
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
を
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
に
自
信
を
持
た
せ
る

と
と
も
に
、
温
か
い
学
級
を
基
盤

と
し
、
認
め
る
・
誉
め
る
・
励
ま

す
と
い
っ
た
実
践
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
成
功
体
験
の
後
押
し
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
に
、
小
学
校
で
の
読
書

活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
心
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
分
の
可
能
性
を

引
き
出
す
大
き
な
き
っ
か
け
に
も

な
り
ま
す
。
小
学
校
４
・
５
・
６
年

生
で
は
「
全
員
50
冊
以
上
の
読
書
」

を
町
全
体
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
に
、
中
学
校
で
は
、
夢

を
語
れ
る
生
徒
を
育
て
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
職
場
体
験
、
高
校

義
務
教
育
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

湯本　　直議員

見
学
、
八
千
代
高
校
と
の
連
携
等

を
通
し
て
、
将
来
の
自
分
を
語
れ

る
中
学
生
を
育
成
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

最
後
に
、
平
成
32
年
度
よ
り
、

新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ

る
予
定
で
す
。
今
回
の
改
訂
で

は
、
新
し
い
時
代
に
必
要
と
な
る

資
質
・
能
力
の
育
成
が
、
改
善
の

大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
「
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か
」
と
い
う
学
び
の
質
を

重
視
し
た
授
業
改
善
を
図
り
、
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
夢
の
実
現

に
つ
な
が
る
確
か
な
学
力
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
を
し
て
い
く
こ

と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

心
を
考
え
た
個
性
を
伸
ば
す
教
育

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

バスの更新を含め契約方法を検討する
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